
（１）主題名　みんなのためのきまり　〔小学校高４－（２）〕

（２）ねらい　法やきまりの意義を理解し，社会生活をよりよくしていくために，自分が果たす

べきことは果たそうとする心情を育てる。

（３）資料名　「学校のきまり」（出典：新しい道徳６　光文書院）

（４）学習指導過程

学 習 活 動      主な発問と児童の心の動き 留意点

導

入

 
 

 
 

１　きまりについ

て話し合う。

○きまりがあるので「きゅうくつだな

あ。」と思ったことはありませんか。

・急いでいる時に廊下を走ってはいけ

ない

・キーホルダーやマスコット人形を持

ってきてはいけない

○きまりに対する懐疑的な

考えを出すことで次の学

習段階へつなげる。

展

開

 
 

 
 

２　資料を読んで

話し合う。

３　学校のきまり

　について考え

　る。

○あなたはどの意見（６人の登場人物）

に賛成ですか。

・蹴っているだけでもサッカーだ

・休憩時間だから好きな遊びをしたい

○その理由を書きましょう。

・サッカーは危ないから

・サッカーとけりあいは違うから

○ 同じ意見の人と集まって，意見を紹

介し合いましょう。

・蹴り合いをしているだけだよ

・危ないからやめてほしい

○ 発表して，お互いの意見を紹介し合

い，意見や質問を出し合いましょう。

・サッカーは禁止だからきまりを守らな

いといけない

・蹴り合いをしているだけだからきまり

を破っているのではない

○自分の考えをまとめてみましょう。

・自由に遊びたい気持ちもわかるけど，

けがにつながるので，サッカーはしな

いほうがよい

◎学校にはいろいろなきまりがありま

すが，それはどうしてつくられたの

でしょう。

・みんなが楽しく遊ぶため

・けがをしないように

○資料の中の書き込み欄を

活用し，その理由も書か

せる。

○いろいろな人の考えや理

由を聞くことで，自分の

考えに固執しないよう助

言する。

○書き込み欄に記入させ

　る。

○導入で取り上げたきまり

　を再び取り上げ，きまり

　があるわけを考えさせ

　る。

終　

末

４　本時のまとめ

をする。

○校長先生の「学校のきまり」に対す

る思いを聞きましょう。

・最高学年として考えていこう

○校長先生の思いや考え

　を聞くことで，自分のこ

　ととして考えさせる。

 

資料の概要

　聡子の学校では，「昼休みの時間，校庭でサッカーをしてはいけない」というきまりがある。

しかし，ボールを持って外に出た人，ボールを蹴ったり投げたりしている人がいる。そんな

中で，蹴られたボールが下級生の女の子に当たってしまった。このことをきっかけにサッカ

ーが禁止されている昼休みの運動場でのボールの使い方をめぐって，６人から意見が出てま

とまらない。その意見をもとに自分の意見をまとめ，法やきまりへの認識を深めていく。



実践報告にみる留意事項

１　資料・題材について

　法やきまりは社会をよりよくしていくた

めの約束事であり，その意義を理解できる

と，社会生活の中で果たすべき心構えが少

しずつ育っていく。本資料の学校では，「昼

休みの時間，校庭でサッカーをしてはいけ

ない」というきまりがあるが，ボールの使

い方をめぐって 6 人から意見が出てまとま

らない。その意見をもとに，児童一人一人

に考えを持たせたり，友だちの意見を聞か

せたりする展開をしていく中で，法やきま

りへの認識を深めていくことができる。

２　指導過程の工夫

　導入では，きまりを意識した経験を想起

させることで，身近な話題であるきまりに

ついて考えやすいようにした。　　　　

展開では，自分の考えをしっかり持たせ

るために，登場人物の中から自分の意見に

近いものを選び，その理由も併せて資料の

中の書き込み欄に書かせるようにするとと

もに，同じ意見のグループ内で意見を紹介

し合い，自分の意見をまとめることによっ

て，各自の思いを気軽に発言させ，学習が

活発になるようにした。

終末では，校長先生の「学校のきまり」

に対する思いを聞かせることで，自分のこ

ととして考えさせるようにした。

３　発問の工夫

きまりで，不自由な生活をもたらすこと

があることを話題にし，きまりに対する懐

疑的な考え方を出すことによって，次の学

習段階できまりに対する意見が出やすいよ

うにした。

自分たちの学校のきまりができた理由を

考えさせることによって，その意義につい

て理解させていくようにした。そして，み

んなも学校という社会の一員であるという

ことを自覚させ，よりよくしていきたいと

いう意志を持たせるようにしていった。

４　児童の反応

　「きまりがあるから窮屈だなあ」と感じ

ている児童は多いが，「きまりは必要だ」と

意識している意見が出た。いろいろな意見

の中から，対立した意見を討論することで，

自分の考えをはっきりさせていった。学校

のきまりがなぜ作られたのかを話し合いな

がら，「みんなが楽しく遊ぶため，けががな

く安心して生活するためにきまりがあるの

だ」という意見から，きまりの意義や必要

性に気付くことができた。

　終末で，校長先生の話を聞き，６年生と

しての自覚を持ちながら，よりよい学校生

活を送りたいと感じていた。

５　授業後のフォローアップ

　学校生活の中で気をつけていきたいきま

り，守っていきたいきまりについて，自分

たちの生活の中から見つけられるよう，学

級活動の中でも考えさせていくようにした

い。また，児童会活動や委員会活動など，

最高学年としての意識づくりに生かすこと

ができたので，日常生活の中での行動化が

図れるようにしていきたい。さらに，家庭

での約束事など家庭教育との連携にも生か

していきたい。

　　　　　　　　　　　（栗原北小学校）


